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2020年度治験実績

第4回 “治験・臨床研究 本気でやっています！”

治験実績2020年度は新型コロナウイルスの感染が収束せず、
治験の実施が困難な状況が続きました。このような
中で、各診療科の先生方には、積極的に治験に取
り組んでいただき、ありがとうございました。2020年度
は治験実施件数、新規治験受託件数ともに過去5
年間で最も多くなりました。

2020年度の治験実績を右図に示します。

実施試験件数は81件で、そのうち、医師主導治験
は7件でした。

新規受託治験は31件で、そのうち医療機器の治験
は3件、医師主導治験が2件、再生医療等製品の
治験が1件でした。

年度内の組み入れが終了した治験は14件であり、
治験実施率は69.2%でした。

今後も院内の治験活性化に努めてまいります。皆様
のご協力をお願い致します。

日頃、当センタースタッフと共に、治験・臨床研究の業務に大きく関わっていただいている方に、当センターのスタッフより、
感謝の気持ちをお伝えする、感謝状贈呈企画です。今回も受領者にインタビューを行いました。

糖尿病・内分泌代謝内科 大岩亜子先生 糖尿病・内分泌代謝内科 北島浩平先生

Q：先生にとって「臨床研究」とは？
A： 「真実への入り口」です。
思い通りの結果が出ない場合も、そ
れが真実であり、むしろそれが興味
深いです。臨床研究の結果は理論
よりも上にあるものと思います。

Q：先生にとって「臨床研究」とは？
A： 「学びの場」です。
今回はじめて大きな臨床研究に関わり、どのような
点に気を付けたらよいのか、臨床研究の支援がど
のように行われているかなど、論文を読むだけでは
わからない、実際に研究を遂行することで
初めてわかることが
多くあり、意義深い
経験でした。


